
悠久のポルトガル６日間の旅  ２０１９年(令和元年)１０月２３日～２８日 

RSK-OB 髙谷 昇 NOBORU TAKAYA 

エミレーツ航空を利用してアラブ首長国連邦のドバイを経由してヨーロッパ最西端の国ポルトガル

旅行に行ってきました。鉄砲を日本の種子島に伝えた国です。人口１千万人、北海道ぐらいの国土の

国です。隣のスペインは大きな国です。過去６０年に渡ってスペインに占領された時代もありました。 

首都はリスボンです。坂の多い国です。ケーブルカーで丘の上の展望台から市内を眺望しました。 

 

 
*第１日目 10/23 

 岡山からリムジンバスで関西空港へ３時間３０分で関空４階第１ターミナル到着 

 ２階のレストランで腹ごしらえを済ます。荷物を預けたり搭乗手続きをする。 

 ２３時４５分関空発→ドバイ行きのエミレーツ航空機に乗り込む 

 関空→ドバイ(アラブ首長国連邦)、飛行時間は１０時間０５分・・時差はー５時間 

    ***ドバイ空港*** 

   

                ・・・機中泊・・・ 

・・・・(1)・・・・ 



*第２日目 10/24 

 ４時５０分ドバイ着→エミレーツ航空のポルトガル行きに乗り継ぎ 

 ９時１５分ドバイ発(アラブ首長国連邦)→１４時３０分ポルト着(ポルトガル) 

 飛行時間８時間１５分・・時差は日本とー８時間(夏時間が適用されていた) 

 専用バスで「世界遺産」ポルト市内観光 

  *ドン・ルイス１世橋 *サンフランシスコ協会 *カテドラル *サン・ベント駅 

 観光後ホテルへ１９時ごろ到着 

                                   

  
*ポルト(ポーランド)市内観光―紅葉はもう少し後のようだ・・・・ 

   

 

 

 

・・・・(2)・・・・ 

**↓ ポルト市内―サンフランシスコ教会では結婚式が行われていた。中は観光できなかった。 



   

**↓ ポルトのサン・ベント駅―警官が３人警備していた。―壁画が見事でした。 

    

＊＊↓ ドン・ルイス１世橋―電車が通っている。河畔には家が立ち並び、家族がのんびり・・ 

   

   

・・・・(3)・・・・ 



＊＊↓ ドン・ルイス１世橋の下の河畔と市内バス 

   
観光後ホテルへ 

・・・・ポルト泊・・・ 

*第３日目 10/25 

 ８時専用バスでホテル発→トマール へ 

  トマール観光 約１時間・・「世界遺産」キリスト教修道院 

 昼食後→ナザレ へ 

  ナザレ散策 約１時間 *シティオ地区展望台へ 

 そのあと→オビドス へ 

  オビドス散策 約１時間 

 観光後→首都のリスボン へ・・１９時１５分ごろホテル到着 

**トマール・・・「世界遺産」キリスト教修道院 

   

       

・・・・(4)・・・・ 



**昼食後トマールから専用バスでナザレ へ 露天商のおばさん、しつこく売りに来る 

   

**ナザレのシティオ地区展望台からナザレ市内を眺望 

     

＊＊ナザレから専用バスでオビドス へ・・観光客が大変多かった 

     

         

・・・・(5)・・・・ 



**土産物店・・軽食喫茶店‥名産、ポートワイン一口が１ユーロ、イチゴ付き２．５ユーロ 

    

観光後リスボンへ 

                                    ・・・・リスボン泊・・ 

*第４日目 10/26 

 ９時ごろ専用バスでホテル発→シントラ へ・・ポルトガル第２位の都市 

 「世界遺産」シントラ観光 *シントラ王宮 

 その後→ロカ岬 へ・・ユーラシア大陸最西端のロカ岬を観光 

**「世界遺産」シントラ王宮‥見学 

    

 

    

・・・・(6)・・・・ 



  ＊＊シントラ王宮を出た付近の景色 

   

＊＊シントラからユーラシア大陸最西端のロカ岬ヘ・・ロカ岬観光 

     

*↓ 最西端到達証明書をもらい受ける・takaya noboru と名前入りです。２０人全員に証明書・・ 

   

・・・・(7)・・・・ 



  その後→首都リスボン へ・・リスボン市内観光 

   ***ケーブルカーで丘の上の展望台往復  

    

＊ケーブルカーの線路を男女２人乗りのバイクが走っていました。間違ったとしても可笑しな人 

   

**リスボンノリベイラ市場で各自昼食した。大きな市場で食べ物の店が並ぶ。人がごった返していた

ので我々は外で食べました。各地の市場が衰退し人が来なくなったので苦肉の策でハンバーガーや

コーヒー店、ビザ店、ソフトクリーム店など若者や家族連れが集う店を併設したところ大繁盛した。

各地の市場がそのように模様替えしたとのことでした。 

    

 

 

 

 

・・・・(8)・・・・ 



↓リスボンの観光タクシー、   **「世界遺産」ジェロニモス修道院の見学・・ 

   

**「世界遺産」ジェロニモス修道院・・・・ 

   

 

    

 

 

 

・・・・(9)・・・・ 



**発見のモニュメントの見学 

 ポルトガルが世界の海に出かけて行った時代を描いたモニュメント 

 大理石を敷き詰めた足元に世界地図が描かれ日本もちゃんとありました。 

    

 

↓ベレンの塔  

    

ロマンチックな風景でした。 

  

・・・・(10)・・・・ 



**リスボンのスーパーマーケット、栗、柿、ブドウ、 

   

*スーパーのリンゴ、トマト、           **↓リスボンで２泊したホテル・・・ 

   

 

・・・・リスボン泊・・ 

*第５日目 10/27 

 １１時ごろ専用バスでホテルから空港へ 

 １３時３５分リスボン発→ドバイ へ エミレーツ航空で飛行時間７時間２５分 

  

     

・・・・(11)・・・・ 



**↓ リスボン空港 ↑ 

   

 

珍しい体験をした。飛行機の中でポルトガルの夏時間は終わり、冬時間に切り替わった 

 日本とポルトガルの時差は９時間となったのである。 

 私はスマホの世界時計を使用しているので世界のどこの国に行っても自動的に時計は時差を計算

して合わしてくれるので助かります。目冷まし時計のセットに大変便利です。目冷まし時計ももち

ろんスマホの世界時計なので何の心配もいりません。慌てふためいているツアー客が気の毒でした。 

 

                                     ・・・・機中泊・・ 

 

 

*第６日目 10/28 

 １時００分ドバイ着・・乗り継ぎへ 

 ３時５分ドバイ発→関西空港 へ・・飛行時間９時間００分 

 １７時０５分関西空港に到着 

 １８時０５分関空発→岡山行きリムジンバスに間に合い→岡山へ帰りました。 

 

 出発前のポルトガルの天気予報は雨でしたが、旅行中ずっと予報は外れ傘いらずの晴れで楽しい旅

行が楽しめました。日頃の行いが皆んな良かったのでしょう。 

 

 最後までお付き合いいただきましてありがとうございました。 
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・・・・(12)・・・・ 


